
　

庁
舎
機
能
を
生
か
し
た
執
務
効
率
や
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
み
、
本
市

の
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
と
し
て
市
民
に
愛
さ

れ
、
つ
な
が
り
の
拠
点
と
な
る
庁
舎
を
つ

く
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

庁
舎
機
能
を
生
か
し
た

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

01
　

民
間
委
託
や
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の

検
討
領
域
を
さ
ら
に
広
げ
、
民
間
活
力
の

活
用
効
果
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
実
施
可

能
な
業
務
か
ら
順
次
、実
施
し
て
い
き
ま
す
。

民
間
委
託
等
の
検
討
・
推
進

02
　

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
社
会
保
障

関
連
費
の
増
大
や
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

を
見
据
え
、
使
用
料
・
手
数
料
等
を
見
直

し
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

行
政
コ
ス
ト
の
見
直
し

03
　

人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
、
公
共
施
設

等
に
お
け
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
今

後
の
維
持
・
更
新
経
費
に
つ
い
て
、
市
民

負
担
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
十
分
に
考
慮
し
、

公
共
施
設
の
統
合
や
廃
止
、
長
寿
命
化
対

策
等
の
検
討
・
推
進
を
図
り
ま
す
。

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
検
討
・
推
進

04
　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
は
、
市
民
が
直

面
し
て
い
る
共
通
の
課
題
で
あ
り
、
行
政

と
自
主
防
災
組
織
等
が
連
携
を
密
に
し
、

地
域
全
体
の
防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
地
震
発

生
後
の
早
期
復
旧
・
復
興
に
組
織
的
に
対

応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

防
災
面
に
お
け
る
市
民
と
の
協
働
を
一
層

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の

組
織
的
な
取
組
の
促
進

05

行
革
っ
て
な
に
？

　
「
行
革
＝
行
財
政
改
革
」
と
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
と
そ
の
あ
り
方
を
再

点
検
し
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
住
民
福

祉
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
私

た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
阿
南
市
を
め

ざ
す
た
め
に
大
切
な
取
組
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
は
？

　

本
市
に
お
け
る
行
財
政
改
革
の
取
組

は
、
昭
和
57
年
に
「
阿
南
市
行
財
政
改
善

審
議
会
」
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。
平
成
９
年
に
、
最
初
の
「
阿
南
市

行
財
政
改
革
推
進
大
綱
」
を
策
定
し
、
以

降
、
５
年
お
き
に
見
直
し
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
平
成
19
年
度
か
ら
は
、
具
体
的
な

取
組
目
標
等
を
定
め
た
実
施
計
画
も
策
定

し
、
切
れ
目
の
な
い
行
財
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

効
果
は
ど
れ
く
ら
い
出
て
い
る
の
？

　

平
成
18
年
の
合
併
以
降
で
は
、
集
中
改

革
プ
ラ
ン
等
に
よ
り
職
員
削
減
や
事
務
事

業
の
効
率
化
等
を
積
極
的
に
進
め
た
結

果
、
１
６
３
人
の
職
員
を
削
減
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
他
の
取
組
と
合
わ
せ
た
財

政
効
果
額
は
、
10
年
間
で
約
49
億
３
５
０

０
万
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

今
後
の
課
題
は
？

　

人
口
減
少
を
克
服
し
、
地
方
創
生
を
実

現
す
る
と
と
も
に
、
市
民
生
活
の
安
全
と

安
心
を
確
保
す
る
役
割
を
適
切
に
果
た
し

て
い
く
た
め
に
は
、
確
固
と
し
た
経
営
資

源
（
財
源
と
人
員
）
等
の
確
保
が
不
可
欠

で
す
。
職
員
削
減
や
事
務
の
効
率
化
な
ど

で
、
こ
れ
ま
で
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
改

革
は
、
今
後
も
同
様
の
効
果
を
期
待
し
続

け
る
の
は
難
し
く
、
行
政
の
効
率
化
を
い

か
に
進
め
る
か
が
今
後
の
課
題
で
す
。

平
成
29
年
度 

▼ 

平
成
33
年
度

第５次阿南市行財政改革を推進

第５次阿南市行財政改革を推進

標
目

点
重

ど
ん
な
取
組
を
進
め
る
の
？

　

第
５
次
行
革
大
綱
で
は
、
阿
南
市
総
合

計
画
が
め
ざ
す
「〝
阿
南
に
住
ん
で
よ
か

っ
た
〟
と
し
あ
わ
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

の
実
現
」
を
基
本
理
念
と
し
、
経
営
的
視

点
を
取
り
入
れ
た
行
政
運
営
へ
の
転
換
を

図
り
な
が
ら
、３
つ
の
取
組
課
題
を
掲
げ
、

改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
上
図
の
11
項
目
に
関
連

付
け
た
80
の
施
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

（
く
わ
し
く
は
、
実
施
計
画
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。）

　

さ
ら
に
、
行
政
課
題
に
重
点
的
に
取
り

組
む
べ
き
改
革
の
視
点
と
し
て
「
民
間
委

託
等
の
検
討
・
推
進
」
な
ど
、
５
つ
の
重

点
目
標
（
下
段
参
照
）
を
掲
げ
、
こ
れ
ら

の
分
野
に
つ
い
て
は
、
特
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

取
組
の
評
価
・
公
表
は
？

　

庁
内
で
組
織
す
る
阿
南
市
行
財
政
改
革

推
進
本
部
に
お
い
て
、
実
施
施
策
ご
と
に

進
捗
状
況
の
把
握
・
内
部
評
価
を
行
い
、

そ
の
後
の
方
向
性
等
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
毎
年
、
見
識
者
等
で
組
織
す
る
阿
南

市
行
財
政
改
革
懇
話
会
や
市
議
会
に
報
告

し
て
い
ま
す
。

　

大
綱
お
よ
び
実
施
計
画
並
び
に
行
財
政

改
革
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

企
画
政
策
課
（
☎
22

－

３
４
２
９
）
へ

問
い
合
わ
せ
は

第
５
次
行
革
を
推
進

阿南市行財政改革懇話会から答申を受ける岩浅市長（２月９日）

▼ “ 阿南に住んでよかった”としあわせを実感できるまちをめざして ▲

経営的視点を取り入れた
行政運営への転換を図る
民間活力導入の検討や庁舎機能を生かした市民サービスの充
実など、新たな視点に立った行財政改革に取り組みます。

広域行政の推進

防災・減災への組織的な取組の推進

人材育成の推進

効率的な組織・機構の構築

公共施設等マネジメントの推進

定員管理の適正化

事務・事業の見直し

財政の健全化

民間活力の活用

市民参画の推進と公正・透明な市政の推進

ＩＣＴの活用と市民サービスの向上

80
　
施
　
策
　（
う
ち
新
規
50
）

〝
阿
南
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
〟
と
し
あ
わ
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
の
実
現

経
営
的
視
点
を
取
り
入
れ
た
行
政
運
営
へ
の
転
換

市民の視点に立った
行政経営

効率的な行財政運営の
推進

人材の育成と組織力の
向上

基本目標
実施項目 実施施策

基本理念

【体系図】

基本方針
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